
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月行事予定 

的な探究の時間～ 

   
石川県立穴水高等学校 

令和７年７月４日発行 
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北信越陸上結果 

６月 18 日（水）より福井県営陸上競技場（9.98 スタジアム）にて第 64 回北信越高等学校陸上競技対校選手権

大会が行われ、本校の天野慎之輔さん（３年）が男子ハンマー投に出場しました。入賞はなりませんでしたが、最後ま

で３投しっかり投げきり、持てる力を出し尽くしてくれました。 

 

 

 

北海道に行ってきました！（２年生修学旅行） 

的な探究の時間～ 

 

地域起業家による意見交換会 

17 (木) 夏季球技大会予備日

18 (金)
１学期終業式、授業評価アンケート、教科書研究委員会

第２回PTA役員会・理事会

22 (火)
夏季休業(～8/31)､保護者懇談会･学校改善アンケート(～23日)

前期夏季補習(～7/31)､インターンシップ直前指導(2年)

23 (水) インターンシップ(２年 ～25日)、ＳＣ(高)来校日(10:00～)

25 (金) 定時退校日

26 (土) 第２回全統共通テスト模試(３年 ～27日)

28 (月) インターンシップ事後指導(２年)

29 (火) 全国高校総文祭(香川県 ～7/31)

30 (水) 体験入学(午前)

 

総探SUP体験(１年) 

６月 17 日（火）から 20日（金）にかけて２年生が北海道へ修学旅行に行ってきました。石川県は雨でしたが北海道は

快晴で、さわやかな夏空の下、予定通りに全ての日程を終えることができました。 

北海道の文化や植生、アイヌ民族の歴史などについて学び、自主研修や自然体験など北海道でしかできないアクティ

ビティも楽しみ、あっという間の３泊４日でした。 

 

６月 25 日（水）、能登の創造的復興に向けた意見交換会が行われました。能登半島地震から約１年半が経過し、地
域はどう変わったのか、今後の復興に向けて何が必要なのかを、地域の起業家からの職業講話を通して考察を深めま
した。 
 前半は５人の講師が５会場に分かれ、それぞれの立場から話をしていただきました。 
(講師:平野伸夫(シイタケ栽培技術指導員)、萩野由紀(創作和菓子づくり)、荒井道雄(｢能登うなぎ｣養殖)、齋藤義己
(カキ養殖)、東野陽子(｢龍屋｣女将、SUP 指導員)) 

後半は体育館で『能登半島地震をのりこえ、未来へ partⅡ』と題して、全体で意見交換を行いました。講師の方々
からは「震災後は自分の中で何かを生み出したい、育てることに携わりたいと 
いう気持ちが強く芽生え、価値観の変化を強く感じました。何を力にして復興 
を目指していくのかはそれぞれだと思いますが、自然や食が身近にある環境で 
訪れた人達が能登からパワーをもらって帰れるような、能登の可能性をこれか 
らも探っていきたいと思います。」「能登を訪れてくれる人達に被災の現実を知 
って欲しいという思いはあります。しかしそれだけでは何度も能登に足を運ん 
でくれる理由にはならないのです。色々なきっかけで能登に来た人達をひきつ 
けるような観光コンテンツを常に持ち続け、地域の資源を財産として認識し、 
その魅力を掘り起こし、自分なりのやり方でＰＲしていくことがとても重要 
だと思っています。」などと、今後の能登の発展と復興に向けて意見を述べら 
れ、生徒達は熱心に耳を傾けていました。 
 

 

６月 22 日（日）､穴水町由比が丘にある仮設住宅
入居者とボランティアとの交流拠点「ボラ待ち亭」が
オープン１周年を迎え、記念イベントが行われまし
た。本校生徒もボランティアとして６名参加しまし
た。生徒達はお客さんに元気よく挨拶し、H＆M 特製
の｢のと 115｣入り｢おやき風パン｣や地元夏野菜など
の販売を行いました。 

 

６月 19 日（木）、１年生が
「総合的な探究の時間」とし
て SUP 体験を行いました。 

穴水町曽福の「龍屋」にて 
インストラクターの方々に
教えていただき、楽しく活動
しました。 

生徒達は「バランスを取る 
のが難しかったけど､とても
楽しかった。」「海がきれいだ
った。気持ちよかった。」など
と感想を述べ、初めての体験
に声を弾ませていました。 
 

 
ハンマー投が専門です。日本では室伏広治選手がアテネオリンピックで金メダルを獲得した 

あの種目です。ちなみに僕は静かに投げるタイプです（笑）。高校生の時インターハイで第５位、 
国民体育大会で第３位という成績でした。大学では室伏広治先生に４年間指導していただき、 
私の師匠と言える存在です。 

雄々しいイメージの種目ですが、動き始めてから投げるまでのわずか２，３秒の間で１センチでも狂うと全てが
台無しになるくらい、繊細で神経を使う種目です。 

今回北信越大会に出場した天野さんは１年生の時に 25ｍ投げましたが、３年時には 36ｍと 10ｍ以上も記録を
伸ばすことが出来ました。高校から始めたハンマー投という種目ですが、本人はとても努力家なので毎日地味な技
術練習や投擲練習をコツコツと取り組み続けたことが、この北信越大会の出場につながったのだと思います。高校
最後の年で北信越大会に出場できたことは、本人にとって何事にも代えがたい素晴らしい体験だったと思いまし
た。 

現在、陸上競技部には９名の選手がいます。｢走・跳・投｣と一人ひとりが取り組んでいる種目は違いますが、｢人
としての成長｣をモットーに上位大会出場、自己記録更新といった目標を各々が掲げて日々の練習に取り組んでい
ます。 

｢人としての成長｣ができると｢主体的な行動｣が自然と出来てきますし、その行動が出来る選手ほど強くなれるの
がこの陸上競技の醍醐味の一つです。 

競技者として、一人の人間として成長したい人、ぜひ陸上競技をやりましょう。 
                               （陸上競技部顧問 遠藤 克哉） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸上部顧問 遠藤先生      に聞きました！  interview! 

｢ボラ待ちフェスタ｣に参加 

的な探究の時間～ 

１(火) 1学期期末考査(～３日)、定時退校日

３(木) インターンシップ事前指導(２年)

4(金) 進路ガイダンス(午後)、公務員模試(３年)、第１回漢字検定

5(土) ベネッセ総合学力テスト(全学年)

6 (日) ベネッセ総合学力テスト(３年)､英語検定(２次)

8 (火) 高校野球・全国総文壮行式

9 (水) ３学年探究最終成果発表会(午後)、ＳＣ(高)来校日(10:00～)

10 (木) ＳＣ(西崎)来校日(午後)

12 (土)
週末補習③、高校生を対象とした企業ガイダンス(石川県産業展示

館)、数学検定(2･３年希望者)

14 (月) 高校野球石川大会全校応援(対七尾高校:金沢市民球場)

16 (水) 夏季球技大会


